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家庭科に対する小学校教師の関与実態と意識
一 鳥取 県 の場 合―
家庭科教育教室   堀 内 か お る
The Actual Situations and the Consciousness of
the Elementary School Teachers Who Teach
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ンダー ド・サブジェク ト(Attar 1990)の地位に甘んじているのだとすれば,今後の家庭科教育
に関してどのような改革が必要とされるのだろうか。
1989年の学習指導要領改訂以降,「男女でともに学ぶ家庭科」に対する提言は,カリキュラムや























表1 第 1調査対象者の内訳 (人)
男 女 合 計
第 5学年学級担任 147 68 215
第6学年学級担任 152 216
そ   の  他 6 119






















































ヤ   雑科担当者
繭     国      國家庭科専科第學義亀蓬年 第學五造蓬年
国     雨第掌五乙蓬年その他
図1 各校の家庭科担当者 (複数回答)
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知 識 の 増 加
家庭生活ヘ ロを向ける
裁 縫 技 能 向 上
調 理 技 能 向 上
家族 につ いて考 え る
家事をするようになる
児 童 観 の 変 化
家 庭 科 観 の 変 化
生 活 観 の 変 化
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19,4
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適 切 な 教 材 の 準 備
学 習 内 容 の 定 着
家 庭 と の 連 携
児童の興味関心の喚起
技能の個人差への対応

















***   19,4
12.0
20.4



















児童 の実態 を よ く把握
専 門 的 な 技 能 所 持
専 門 的 な 知 識 所 持
視 野 の 広 い 指 導 可 能
家 庭 生 活 の 経 験 豊 富
授 業 時 数 の 均 等 化
教 材 研 究 に 力 点
家 庭 と の 連 携 容 易
性 役 割 の 固 定 化 防 止
家庭科室設備 の管理 上



































男 (n=lo4) 女 (n=31) χ2
児童 の実態 を よ く把握
専 門 的 な 技 能 所 持
専 門 的 な 知 識 所 持
視 野 の 広 い 指 導 可 能
家 庭 生 活 の 経 験 豊 富
授 業 時 数 の 均 等 化
教 材 研 究 に 力 点
家 庭 と の 連 携 容 易
性 役 割 の 固 定 化 防 止
家庭科室設備 の管理 上





























E]    田目     1事I    I IJ｀、 V・ V9










































霞     国     國
どちらかといえば とちらかといえば 反対
賛成   反対
図5 性別役割分業観と家庭科指導上の男女差に対する認識の関連
















75,0               鰯 万百:こ
66.7     饉 31.0
67.0     饉 21.7圃離齢11
58.0    選睡18.5g離韓 23.も
p<0.05(n=233)
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表7 家庭科授業日の生活時間 (女教師)n=28
生 活 行 動 時 聞 行為者率(%)
生理的生活時間
睡 眠 6.30 100.0
食 事 1,03 100.0
身 の 回 り 。 入 浴 0.56 100.0
休 息 0,16 32.1
収入 労働 時 間
通 勤 0.45 100.0
勤 務 9.49 100.0
家 庭 科 へ の
関 与 時 間
家 庭 科 授 業 準 備 0.21 71.4
家 庭 科 授 業 1,17 1000
家 庭 科 授 業 片 付 0.23 85,7
施 設 設 備 管 理 0.05 14,3
評 価 活 動 0.20 50.0
個 人 教 材 研 究 0.05 14.3
グ ル ー プ 教 材 研 究 0.02
家 事 労 働 時 間
調 理 ・ 片 付 け 1.03 78.6
掃 除 ・ 住 生 活 管 理 0.16 42.9
50.0洗 濯 ・ 衣 生 活 管 理 0。15
裁 縫 ・ 手 芸 0,01
育 児 0.21 21,4
世 話 ・ 介 護 0,09 14.3
買 物 0.09 39,3
社会的 。文化的
生 活 時 間
テ レ ビ ・ ラ ジ オ 0.58 71,4
新 聞 雑 誌 0.22 53.6
読
?? 0.13 28.6
移 動 0,02 10.7
学  習  ・  研  究 1,03 64.3
趣 味 ・ 娯 楽 0.01 3.6
ス ポ ツ 0,11
団簗・ 家 族 とのか かわ り 0.23 35,7
付 き 合 い 。 交 際 0.00 0.0
社 会 的 活 動 0.00 0,0
そ の 他 0.28 35,7
注)家庭科授業日が土曜日のサンプルを除外して集計した。
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HonКxnaHng Education has been ta,ght to all boys and giris of 5th and Gh grade m eleHlentary sChools in
contαnporary」apan. FoFmer StudkB abo,t honiαnaking teaclxel・s in elernentary 飽随01s found hat teattrs
who taught homemalting were mostly wolnen teachers in ψite of he greattt number of male homttom
teattr.s of the 5th or 6th grade.
T、voゃsearcllos were carried o■t in VIarch and in OctobeF to December, 1994 in ordeF iO find out what the
actual teaching situations in homemaking in ebrnentary schools h TottoFi Were. One of the(洛earches adoptod
tine allo9ation survey.The resultt of th“e r searcl es were as follows:
There 、vas a significant rdationsIIip between recOgnition on diffeと銀ces of teaning ho■lemaki g and
teaners' ∞nsciousness tOwards gender Юlo difforentiation.The teaぬas whO ans,vtted that there were
dif罠∝eit styktt of teaching honiemakttg by HIell and wolnen, thought hat such dirferencos were due to their
dif壁観ent life expeFienCes and educational practi∝澪 fFOm helr Childhood. Ttt findings s,ggested gender
stereo,yptt in elelxlentary teaChing.
Elelllentary teachers hought that ho■lolnaking education had influence On students' decision lnak?g f their
daily life and future■festyle.Therefore teachersオeveryd,y単fe wre very bllsy,観ley had httle tilne to pКゃaЮ
for homemak?g d sses,Some Of then 4eeded oppotunities bar■ing teachi g n thods and creathg teacla?g
materiah f6rlhOniemaking educatio■. The support systm Ⅵ h gender perttectiVe approach for teЖ巖瑯 郡
'ho―instruct holnemaking ?ould be establねhed
300
